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F-7　不況晦における消看鬼行動についての一考蒙（第｜報）
　　　一貯暮に㈲する危識と貯苓の現状一　　ﾔ村学園短大　山下正子

　已餉　昭和52￥は石油危機後(r)経済不況回護の3年目であ､tz．しかし経済回復.は緩幔

で、雇用楕勢改を・是れ乙相レ､て良訃収Xは伸び悩んだ．次にB5和52年の消膏羞物価他

散の対前昿上.昇率It≫.I % 乙、国民は不況乙物価高で全治に対し危機感色抱いた．

　上まの経資隋勢下で国民)消t-急訟は低下し. Sl単の動労着世:等の平均消菅性句はﾜﾜ､２

%乙、高度経済成長期tあっ把昿年の1? .ワ%乙比べる乙低下し托. 反面貯奮急欲は高糾｣、

52年(り平均貯蓄性筒は14. ら% とAS年の13.O%左上回．だ．

　不況時においても、国民は隻かな生活を目指し、B応±:治血営まねぼならない、1 のた

めには蒙紅り経斎甚盤をm±するm^がある．そこで主1溥および学生左対象に、これらの

ﾒ、ﾉiび貯苫についていかなる意識を柄ち、行動しているかについて実態､調査を行．た.

　方it　S52. 12, り～53. I . ＼0に,本学家政科ト2年の学±.3Q0^およびその母親

　母親に代わhん)2?7尼、訃597るに鳴問紙を配布し、自己記χ左張物した. 回収奪は

i^±は即時回収(りため100%. 母親は誌．5%であ-> た．

　結果　①最血(r)景'毘は悪い乙准え.だものは母親が乃く肪.｢1%あった．②景気回復の方法

は、母親が貯－乞増すとぶ:い3?.3％, 'I:生はわからない44.0% であった．③預貯を金利が

Tつたこと左知っZいたものは母親が多く<?3.?;^あった．④貯－がふえていりもの]t収＼

が3O万円!X上.r53.3μ. 減っているものは20万R未満で37.じあ、t=。⑤貯劃呆朝額I^臥

Xが2O万円未満は200万円までが多く4-b.1%. 30万円以上ぱ500～|､000万円が即く飢s%

あ、た．()it蓄の目的li. 不測の事態に備えるが徊本で34,9%と今か、た.

F-8 瑞黄考行彩の磨仰（その/ ;
実紗庫入家改　・戸層ね吋

購買行如／)場竹と距離の肉本購入方匯
丹咽昌子　晦呼莱べ子

　囮釣　本調凛冽刄･^.'A膏河行勧刀憚命£ 実狐狐　≪●

･4£ii. レ1、両潅i^篠島Σ堺市ンふう乙-Ti ゐものr　μ

あゐ.

　タ砥　～鼻岡- 東京澱･‘in-i-'i が｀周也暫早瀬作　μ

乃一畑まへ、留置ぷ林本席勲剱が。iJ- (、心Vi^)ぞ) . 札

調-i.f ヤ

ノヒわ一一1つｕフTこ. ti Uヽ設即りﾜ琢n.僑禽＆

回a.　非忖処哩心をi Jl.、牛・豚配り恥疋四こ。　　　f

　4i希　の購入祷竹･i糞考泰芦り黙μ£別I リ聊

　　　　　舛を胤ク)ii､則用久晰、　　　　　　　　　≫･

　　　　＠購入μ､It. /回脊3・リ、iR. -^～芦国り

　　　　　ヲ雌良勿節慢丿ク･べ痰伺A.　　　　　　　　･≫●

　　　　③鳶祚泉%- ･?、伊棒簒好乙実質右手のづ£

　　　　　I-奎化す刄。　　　　　　　　　　　　。




